






































　Ⅳ．発送数・回収状況　　送付数 683 校，回収率 44.9％




















































































有効数 276 275 276 277 276
欠損値 8 9 8 7 8
581.4 382.6 201.2 33.2 65.1
586.5 340.0 146.5 23.0 63.0
600 200 120 10 80
235.2 226.3 176.2 34.9 21.3
30 4 0 0 9













































1 実施している 206 72.5%













1 生徒の職業に対する興味や関心を本人が知る必要があるため 183 88.8%
2 生徒が自己の職業適性を早くから知ることが、スペシャリストになるために必要だから 61 29.6%
3 生徒の得意とする専門領域を確立することが必要であるため 36 17.5%
4 生徒に対するきめ細やかな教育効果をあげることが期待できるため 66 32.0%



















Ｑ３【「職業適性検査」実施の効果】 表 3 
回答数 構成比
1 生徒が自分のパーソナリティやタイプを知ることで、やる気を喚起するような効果 146 70.9%
2 自己の職業適性を知ることで、適性の強い分野の学習に積極的になった 79 38.3%
3 生徒が自分のパーソナリティやタイプを知ることで、やる気を失わせるような効果 4 1.9%
4 自己の職業適性を知ったことで、適性の弱い分野の学習に消極的になった 2 1.0%



























1 検査によって、生徒の職業に対する興味や関心がどの程度明らかになるか不明なため 28 35.9%
2 高校の段階での職業適性は、必ずしも人生を通じた職業適性とはならないため 12 15.4%
3 早くから専門領域を確立することは、本人の可能性を早期に固定化させてしまうため 8 10.3%
4 各生徒の職業適性は画一的に測ることのできるものではないと考えるため 17 21.8%


























1 ある 2 2.6%
2 前向きに検討中 9 11.5%
3 前向きには検討していない 20 25.6%
4 ない 28 35.9%





























1 実施している 274 96.5%















1 社会人の経験を聞くことが生徒の職業観を養うから 246 89.8%
2 社会人の話を聞くことが職業専門科目への動機づけを強化するから 137 50.0%
3 社会人の話を聞くことで、現在の勉強と仕事とのつながりが見えてくるため 174 63.5%
4 毎年実施しているから 41 15.0%
























1 将来の夢を喚起させるような講話 199 72.6%
2 現状に対する危機感を認識させ、これからの奮起を促すような講話 126 46.0%
3 現状を肯定し、自己肯定感を高めるような講話 77 28.1%
4 これまでの振り返りを促し、そこから今後のキャリアを考えさせる講話 107 39.1%
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1 社会人による話が生徒の職業観の育成に役立ちにくいため 1 10.0%
2 一過性のイベントとなり継続的な効果が期待しにくいため 5 50.0%
3 生徒が話をするのではなく、話を聞くという受け身型の授業であるため 2 20.0%
4 生徒が社会人から職業の話を聞くには、まだ時期が早すぎるため 0 0.0%


















1 ある 0 0.0%
2 前向きに検討中 4 40.0%
3 前向きには検討していない 2 20.0%
4 ない 1 10.0%















































Deepening Career Education for Vocational High School by Introducing 
Financial Education
MORIYA Kazutsune
Abstract: This paper is based on a previous study on the theme of acquiring financial literacy in the process 
of forming a person’s career. The Central Education Council, which is under the authority of the Ministry of 
Education, says that career education helps a person to develop knowledge and skills they need to pursue a 
career path. This paper discusses the importance of the adoption of financial education into career education at 
vocational high school.
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